
政策の柱 政策名 21　若者の自立促進と活躍の場の拡大

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】
R5予算額

321

7,863

4,500

23,383

7,962

2,730

12,900

11,720

11,690

4,500

17,723

9,150

＜参考＞
活動指標

20,153人 30,000人 30,000人

218人 270人 300人
県外の求職者（学生・社会人）が、県が首都圏等
に設置する「富山くらし・しごと支援センター」を通
して県内企業にＵターンした就職者数

　・富山型キャリア教育充実事業（再掲）
　　　－県立高校におけるキャリア教育の充実を図るため、「アカデミック・インターンシップ」や「職業
　　　　 教育プログラム推進事業」などを含めた「社会へ羽ばたく17歳の挑戦」事業を推進

目標

R3
(2021年度)

R8
(2026年度)

　・【拡】とやまＵターン就職応援事業（再掲）
　　　県内企業バスツアー、IT業界向けセミナー、就職女子応援カフェの開催や
　　　就職活動等に必要な交通費助成を実施

　・Tターン推進強化事業
　　　中小企業向けの採用力アップセミナーや県内に就職した若手社員と学生の交流会等を実施

指標の説明

ヤングジョブとやまの利用者数

  ・若者の技能検定受検料負担の軽減（再掲）
　　　ものづくり分野等における若年者の技能向上を支援するため、若年者の技能検定
　　　受検料を減免し、受検しやすい環境を整備

■大学生等のインターンシップ参加支援

■ＵＩＪターン就職の促進

　・【拡】大都市圏大学ＵＩＪターン就職パートナーシップ事業（再掲）
　　　早稲田大学との就職支援協定による新規事業創造インターンシップの開催など県外大学との
　　　連携強化のほか、大学訪問会や企業視察会等を実施

■大学生等を対象とするセミナーなどの開催

ヤングジョブとやまの利用者数

■キャリア教育の推進

(3)県内企業への就職
の促進

　・地域の多様なインターンシップ創出事業（再掲）
　　　県内企業のインターンシップ実施支援と県内外学生のインターンシップへの参加促進など、
      企業と学生のインターンシップにおけるマッチング機会を増やす取り組み等を推進

■NPO等や関係機関との連携による若者の自立促進

■若者の職業能力開発支援

　・若者自立支援ネットワーク形成事業（再掲）
　　　富山県若者サポートステーションにおいて、ＮＰＯ等の関係機関と連携し、ニート等の
　　　若者の自立を支援

(2)職業意識の早期形
成を目指したキャリア
教育

「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

未来とやま

すべての若者が社会的・職業的に自立し、企業や社会の一員として県内でいきいきと活躍してい
ること。

　・ヤングジョブとやま等運営事業（再掲）
　　　若年者に対する職業相談、情報提供、合同企業説明会・セミナー、職業紹介を実施

■社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者を支援する取組みの推進

　・子ども・若者総合相談センターの運営
　　　子ども・若者に関する相談にワンストップで対応する総合相談センターの運営

■富山県若者就業支援センター（ヤングジョブとやま）等による若者就業促進

　・子ども・若者育成支援事業
　　　富山県子ども・若者支援地域協議会の運営、相談支援人材の育成など市町村や
　　　地域における取組みを促進

(1)若者の自立の総合
的な支援

　・【新】ヤングケアラー支援体制整備事業
　　　ヤングケアラーの早期発見・適切な支援につなげるための体制を整備

富山くらし・しごと支援センターを通した就
職者数

現況
R3年度

　・富山県理工系・薬学部生対象奨学金返還助成事業（再掲）
　　　富山県へＵＩＪターン就職する理工系学部生・大学院生や６年制薬学部生の奨学金返還を助成

指標名


